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6 月 定 例 会

　
６
月
定
例
会
は
、
９
日
か
ら
14
日
ま
で
、
６
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
改

正
を
は
じ
め
、
税
条
例
の
改
正
な
ど
８
件
の
専
決
処
分
を
含
む
22
議
案
が
提
出
さ
れ
、
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

を
含
め
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
６
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
政
に
提
言
を
し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一部
を
改
正
す
る
条
例

審
議
議
案

Q�
一
人
あ
た
り
ま
た
、
世

帯
あ
た
り
で
い
く
ら
位
の
減

額
に
な
る
の
か
。

A 

平
成
28
年
度
と
比
べ
て

引
き
下
げ
率
は
約
五
％
、
一

世
帯
あ
た
り
一
万
三
十
四
円
、

一
人
あ
た
り
二
千
九
百
九
十

九
円
の
減
額
と
な
り
ま
す
。

Q�

国
民
健
康
保
険
税
の
介

護
納
付
金
分
に
つ
い
て
は
ど

う
し
て
引
き
上
げ
に
な
る
の

か
。A 

保
険
税
の
算
定
時
期
に

お
け
る
被
保
険
者
数
や
負
担

額
、
医
療
費
等
の
見
込
み
を

計
算
し
た
結
果
、
介
護
納
付

金
分
の
み
の
引
き
上
げ
と
な

り
ま
し
た
。

引 き 下 げ　
 １人 あ た り 平 均 　２，９９９円 の 減 額

全
員
賛
成

採
決

可
決

　
保
険
税
率
の
引
き
下
げ
お
よ
び
低
所
得
者
に
係
る
保
険

税
軽
減
制
度
の
拡
充
。
保
険
税
２
割
、
５
割
軽
減
の
判
定

基
準
額
の
改
正
に
よ
り
、
軽
減
対
象
者
が
拡
大
し
ま
す
。

可決した主な条例・予算
　
平
成
29
年
７
月
よ
り
個
人
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）を
利
用

し
た
情
報
連
携
開
始
に
伴
う
、
地
方
自
治
体
の
事
務
処
理
に

必
要
な
特
定
個
人
情
報
の
提
供
を
行
う
た
め
の
条
例
改
正
。

Q�

地
方
自
治
体
の
事
務
処

理
に
必
要
な
特
定
個
人
情
報

の
提
供
と
は
何
か
。

A 

条
例
を
改
正
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
個
人
番
号
法

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
）
の

規
定
に
よ
り
、
町
長
と
教
育

委
員
会
の
間
で
事
務
処
理
に

必
要
な
特
定
個
人
情
報
を
相

互
に
提
供
で
き
る
よ
う
に
な

る
こ
と
で
す
。

Q�

特
定
個
人
情
報
と
は
何

か
。A 

個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
）
を
そ
の
内
容
に
含
む

個
人
情
報
と
個
人
番
号
法

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
）
で

定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

個
人
番
号
の
利
用
に
関
す
る

条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例

審
議
議
案

全
員
賛
成

採
決

可
決
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  ２ 年 連 続 で
 １人 あ た り 平 均 　２，９９９円 の 減 額

今年の国民健康保険税

　
こ
の
法
案
に
対
す
る
国
の
説
明
が
不
十
分
で
、
国
民
が

困
惑
し
て
い
る
の
は
理
解
で
き
ま
す
が
、
国
際
的
な
安
全

や
日
本
国
民
の
生
命
身
体
財
産
を
確
保
す
る
た
め
に
、
組

織
的
犯
罪
と
犯
罪
の
準
備
行
為
を
取
り
締
ま
る
法
律
を
整

備
す
る
こ
と
は
必
要
と
考
え
ま
す
。

緑
川　
栄
一�

議
員

反
対

賛
成 

４

反
対 

７

採
決

否
決

論
討賛　成

鈴木（昭）
岡部
木戸
関根

反　対

野崎
藁谷
緑川
鈴木（―）
佐藤（弘）
矢内
佐川

提
出
し
た
意
見
書

◎�

「
テ
ロ
等
組
織
犯
罪
準
備
罪
」
を
創
設
し
な
い
こ
と
を

求
め
る
意
見
書

　
　
　
発
議
者　
　
岡
部　
淳
一�

議
員

　
国
民
の
思
想
や
良
心
の
自
由
の
制
限
に
つ
な
が
る
重
大
な

問
題
を
含
ん
で
い
る
た
め
、
テ
ロ
等
組
織
犯
罪
準
備
罪
を
創

設
し
な
い
よ
う
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。

　
歳
入
歳
出
を
六
百
四
十
一
万
八
千
円
減
額
し
、
総
額
五

十
一
億
三
千
八
百
五
十
八
万
二
千
円
と
す
る
も
の
。
主
な

歳
入
の
内
容
は
県
の
補
助
事
業
が
採
択
と
な
っ
た
た
め
、

竹
貫
区
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
更
新
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
の
補
助
金
二
百
五
十
万
円
の
増
額
。
歳
出
で
は
、

４
月
の
降
雨
に
よ
り
崩
落
し
た
林
道
の
維
持
補
修
工
事
三

百
五
十
万
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

仁　
瓶　
弘　
一
（
仙
石
字
清
水
）

水　
野　
一　
男
（
大
久
田
字
下
大
久
田
）

塩　
田　
武　
雄
（
山
上
字
宝
ノ
沢
）

水　
野　
和　
徳
（
論
田
字
中
ノ
町
）

吉　
田　
育　
市
（
田
口
字
寺
前
）

矢　
内　
光　
義
（
山
上
字
岩
久
保
）

野　
崎　
達　
哉
（
竹
貫
字
池
ノ
内
）

矢　
吹　
孝　
夫
（
松
川
字
前
木
）

　
任
期
は
平
成
２９
年
７
月
２０
日
～
平
成
３２
年
７
月
１９
日

�

※
公
募
受
付
順　

�

（
敬
称
略
）　

一般
会
計
補
正
予
算

審
議
議
案

人
事
案
件

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
同
意
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常　任　委　員　会　の　活　動
　
町
民
第
１
体
育
館
建
設
工
事
現
場
の
調
査
を
行
い
、
担
当
課
お
よ
び
工
事
関
係
者
か

ら
工
事
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
旧
論
田
小
学
校

の
施
設
の
状
況
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会

工事が進む町民第１体育館

利活用が待たれる旧論田小学校
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常　任　委　員　会　の　活　動
産
業
建
設
常
任
委
員
会

町道越代熊倉線の進捗状況を確認

ワイヤーメッシュ事業とコミュニティ助成事業の聞き取り

　
ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業
横
川
桑
原
地
区
森
林
整
備
事
業
と
町
道
越
代
熊
倉
線
道
路

改
良
工
事
の
調
査
を
行
い
、
担
当
課
か
ら
工
事
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
の
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
事
業
お
よ
び
竹
貫
区
の
街
路

灯
改
修
工
事
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
つ
い
て
、
各
担
当
課
か
ら
説
明
を
受
け
、

課
題
等
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

◎
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
「
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
事
業
」

　
電
気
柵
は
管
理
が
困
難
な
場
所
で
効
果
が
十
分
に

発
揮
さ
れ
な
い
た
め
、
代
わ
り
の
対
策
と
し
て
「
ワ

イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
」
の
敷
設
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
地
区
単
位
で
の
補
助
と
な
る
た
め
、

今
回
は
モ
デ
ル
と
し
て
田
口
字
青
柳
地
区
が
選
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

◎
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」

　
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
事
業
と
し
て
、
様
々
な
ま
ち

づ
く
り
事
業
に
助
成
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
今
年
は
、
竹
貫
区
所
有
の
街
路
灯
な
ど
の
電
球
が

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
さ
れ
ま
す
。

　
過
去
に
も
各
地
区
で
助
成
事
業
が
活
用
さ
れ
て
お

り
、
来
年
度
の
募
集
に
つ
い
て
は
区
長
会
で
説
明
さ

れ
る
予
定
で
す
。
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全  員  協  議  会
　
旧
古
殿
保
育
所
の
活
用
整
備
検
討
や
古
殿
町
経
営
戦
略
（
簡
易
水
道
・
下
水
道
事
業
）
な
ど
に
つ
い
て

６
月
９
日
に
開
催
さ
れ
た
全
員
協
議
会
で
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

古
殿
町
経
営
戦
略

（
簡
易
水
道
・
下
水
道
事
業
）

　
将
来
に
わ
た
っ
て
簡
易
水
道
事
業
・

農
業
集
落
排
水
事
業
・
林
業
集
落
排
水

事
業
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
安
定
的
に
継

続
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
中

長
期
的
な
経
営
健
全
化
に
向
け
た
基
本

計
画
が
策
定
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
内
容

に
つ
い
て
説
明
・
協
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。古

殿
町
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画

　
人
口
減
少
を
踏
ま
え
て
、
公
共
施
設

の
状
況
を
把
握
し
、
長
期
的
な
視
点
か

ら
更
新
・
統
廃
合
・
長
寿
命
化
な
ど
を

計
画
的
に
行
い
、
財
政
負
担
を
軽
減
・

平
準
化
す
る
管
理
計
画
が
策
定
さ
れ
た

た
め
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

旧
古
殿
保
育
所
を
、
高
齢
者
世
帯

の
冬
期
間
の
居
住
交
流
施
設
と
し
て
活

用
す
る
た
め
に
、
調
査
検
討
の
報
告
を

受
け
て
、
今
後
の
事
業
の
方
向
性
に
つ

い
て
、
全
員
協
議
会
で
協
議
さ
れ
ま
し

た
。

利活用が検討された旧古殿保育所

旧
古
殿
保
育
所
の
活
用

整

備

検

討
いつまでも生き生きと
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専決処分された補正予算
会　　計　　区　　分 補  正  額 補正後の予算額 採　決

平成28年度一般会計第６次補正予算 ▲49,486,000円 4,871,301,000円
全
　
　
員
　
　
賛
　
　
成

平成28年度簡易水道特別会計第４次補正予算 ▲139,000円 97,420,000円

平成28年度農業集落排水事業特別会計第４次補正予算 ▲2,639,000円 73,175,000円

平成28年度林業集落排水事業特別会計第２次補正予算 ▲687,000円 22,096,000円

平成28年度介護保険特別会計第４次補正予算 ▲229,000円 694,270,000円

古
殿
町
税
条
例
を
改
正
す
る
条
例

百
万
円
未
満
の
子
牛
を
売
っ
た

と
き
に
非
課
税
と
な
る
措
置
が

３
年
延
長
し
ま
す
。

専
決
処
分
さ
れ
た
条
例
の
改
正

議 会 議 員 の 活 動

平
成
28
年
４
月
１
日
以
後
に
起

き
た
震
災
で
住
め
な
く
な
っ
た

土
地
の
固
定
資
産
税
を
、
４
年

間
は
住
宅
用
地
と
し
て
課
税
し

ま
す
。

燃
費
の
良
い
車
の
自
動
車
税
を

軽
く
し
、
一
定
年
数
を
経
過
し

た
車
の
自
動
車
税
を
重
く
す
る

措
置
が
２
年
延
長
し
ま
す
。

憩いの森公園周辺の草刈り（６月２１日） 町村議会広報研修会（５月２2日：ビッグパレットふくしま）



ふるどの議会だより　第140号
平成29年７月20日発行 8

一 般 質 問一 般 質 問

一
般
質
問

町民の声を
伝える

町の考えを
ただす

町政に
生かす

野崎　喜彦 議員  ������������� ９
⑴　町民の安全確保対策は
⑵　学校における食育の推進と健康管理は

緑川　栄一 議員  ������������� 10
⑴　森林環境整備と林業の振興計画は
⑵　住宅建設支援事業は

藁谷　直吉 議員  ������������� 11
⑴　知名度向上のために「ふるどの桜街道」の
　　名称を変更しては

⑵　役場のロビーとおふくろの駅周辺にコミュ
　　ニケーションの場を設置しては　　ほか

佐藤　弘信 議員  ������������� 12
⑴　大豆ミートの今後の取り組みは
⑵　陳情・要望の取り扱いは

岡部　淳一 議員  ������������� 13
⑴　国保事業の広域化は
⑵　簡易水道事業と飲料水確保の在り方は

佐川　勇司 議員  ������������� 14
⑴　ドローンの活用は

６
人
の
議
員
が

�

町
政
を
質
す
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野
崎　
防
災
無
線
の
デ
ジ
タ

ル
方
式
へ
の
移
行
計
画
は
い

つ
で
す
か
。

町
長　
総
務
省
が
進
め
る
シ

ス
テ
ム
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
へ

一 般 質 問一 般 質 問

緊急時の情報発信源となる防災無線

町
民
の
安
全
確
保
対
策
は

デ
ジ
タ
ル
方
式
へ
の
移
行
は
コ
ス

ト
を
考
慮
す
る

町
長

学
校
に
お
け
る
食
育
の
推
進
と
健
康
管
理
は

「
健
康
ふ
る
ど
の
21
」
を
策
定
し
、

食
育
指
導
を
図
っ
て
い
る

町
長
・
教
育
長

野
の

崎
ざき

　喜
よしひこ

彦 議員

　
近
年
、「
今
ま
で
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
大
雨
」
な
ど
に

よ
る
土
砂
災
害
や
大
洪
水
の

発
生
危
険
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。
更
に
、
北
朝
鮮
の
相

次
ぐ
ミ
サ
イ
ル
発
射
は
憂
慮

す
べ
き
事
態
で
あ
り
、「
新
た

な
段
階
の
脅
威
」
で
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
現
状
に
鑑
み

危
機
管
理
上
、
災
害
発
生
か

ら
の
危
険
排
除
、
不
測
の
事

態
の
際
の
安
全
確
保
を
図
る

た
め
に
は
、
情
報
の
発
信
源

で
あ
る
防
災
行
政
無
線
の
運

用
の
万
全
と
整
備
の
充
実
・

改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
食
生
活
を
取
り
巻

く
社
会
環
境
の
変
化
に
伴
い

子
供
の
食
生
活
の
乱
れ
や
健

康
悪
化
が
懸
念
さ
れ
て
お
り

生
活
習
慣
病
は
、
偏
っ
た
栄

養
摂
取
や
不
規
則
な
食
生
活

と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。
望
ま
し
い
食
習
慣
の

形
成
と
合
わ
せ
て
「
食
育
」

は
生
き
る
上
の
基
本
で
「
知

育
」「
体
育
」「
徳
育
」
の
基

礎
と
な
る
も
の
で
す
。

野
崎　
「
食
育
基
本
法
」
の

中
の
「
食
育
推
進
計
画
」
な

ど
の
定
め
は
あ
り
ま
す
か
。

町
長　

平
成
25
年
３
月
に

「
健
康
ふ
る
ど
の
21
」
を
策

定
し
て
い
ま
す
。

野
崎　
朝
食
欠
食
は
、
学
力

と
体
育
等
に
関
係
が
深
い
と

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現

状
把
握
と
そ
の
指
導
の
経
緯

は
あ
り
ま
す
か
。

教
育
長　
年
に
２
回
実
施
さ

れ
る
県
の
「
朝
食
に
つ
い
て

見
直
そ
う
週
間
運
動
」
で
調

査
し
て
い
ま
す
。
家
庭
科
の

授
業
、
外
部
講
師
に
よ
る
食

育
指
導
、
米
作
り
体
験
等
で

食
育
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま

す
。

野
崎　
学
校
給
食
体
制
に
対

朝食は学力・体育の向上に関連深い

の
取
組
み
を
見
極
め
な
が
ら

検
討
し
ま
す
。

野
崎　
現
在
の
シ
ス
テ
ム
で

全
世
帯
、
全
町
民
へ
の
緊
急

時
の
情
報
周
知
は
万
全
か
。

町
長　
屋
外
で
は
難
聴
地
域

も
あ
り
ま
す
が
、
家
庭
用
の

個
別
受
信
機
で
周
知
さ
れ
て

い
ま
す
。

野
崎　
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
の
受
信
・
発
信
に
支
障

は
な
い
で
す
か
。
ま
た
、
情

報
伝
達
・
避
難
訓
練
を
実
施

す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
。

町
長　
「
Ｊ

－

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
」

の
シ
ス
テ
ム
に
問
題
は
な
い
。

ま
た
、
避
難
訓
練
は
４
年
に

１
度
実
施
し
て
い
ま
す
。

野
崎　
地
区
ご
と
の
避
難
場

所
や
危
険
箇
所
を
明
示
し
た

防
災
情
報
看
板
を
街
頭
や
公

共
施
設
に
設
置
す
べ
き
と
考

え
ま
す
が
。

町
長　
町
民
へ
の
周
知
と
意

識
づ
け
を
図
る
上
で
有
効
と

考
え
ま
す
。

野
崎　
災
害
時
の
停
電
に
は

ラ
ジ
オ
に
よ
る
情
報
収
集
が

有
効
で
す
が
、
当
町
は
受
信

困
難
地
域
が
多
い
で
す
。
解

消
の
た
め
の
方
策
を
検
討
す

べ
き
と
考
え
ま
す
が
。

町
長　
国
や
県
か
ら
情
報
を

集
め
な
が
ら
、
実
現
可
能
な

手
段
を
検
討
す
る
考
え
で
す
。

す
る
保
護
者
か
ら
の
要
望
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

教
育
長　
現
時
点
で
は
受
け

て
お
り
ま
せ
ん
。

野
崎　

給
食
の
メ
ニ
ュ
ー
や

内
容
等
に
つ
い
て
要
望
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

教
育
長　
給
食
の
量
や
メ

ニ
ュ
ー
に
関
す
る
要
望
が
あ

り
ま
す
。

野
崎　
学
校
給
食
で
、
当
町

の
材
料
は
ど
の
よ
う
な
も
の

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
か
。
ま

た
、
そ
の
割
合
は
ど
の
く
ら

い
で
す
か
。

教
育
長　
町
の
食
材
は
、
米
、

味
噌
、
野
菜
な
ど
で
お
ふ
く

ろ
の
駅
を
通
し
て
納
入
し
て

い
ま
す
。
割
合
は
古
殿
町
と

鮫
川
村
の
児
童
・
生
徒
の
割

合
を
目
安
に
し
て
い
ま
す
。
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緑
みどり

川
かわ

　栄
え い

一
いち

 議員

　

古
殿
町
は
、
総
面
積
の

82
％
が
森
林
面
積
で
、
杉
を

主
体
と
し
た
人
工
林
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
木
材
価
格
の

下
落
に
よ
り
、
林
業
・
製
材

業
も
衰
退
し
、
国
・
県
の
補

助
金
が
な
け
れ
ば
林
業
経
営

も
成
り
立
た
な
い
の
が
現
状

で
す
。
そ
こ
で
次
の
点
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

緑
川　
林
道
及
び
路
網
整
備

計
画
は
。

町
長　
平
成
27
年
度
か
ら
10

年
間
の
古
殿
町
森
林
整
備
計

画
を
定
め
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
基
幹
路
網

の
整
備
と
し
て
、
新
設
が
７

路
線
16
・
７
㌖
、
拡
幅
改
良

が
９
路
線
５・
６
㌖
、
拡
幅

舗
装
が
３
路
線
、
４・
９
㌖

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

緑
川　
国
・
県
の
森
林
環
境

整
備
事
業
計
画
は
。

町
長　
造
林
補
助
事
業
に
お

い
て
は
、
本
年
度
１
２
８
㌶

の
間
伐
と
19
㌖
の
路
網
開
設

等
が
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ふ
く
し
ま
森
林
再

生
事
業
に
お
い
て
は
、
本
年

度
50　
㌶
の
間
伐
等
が
計
画
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

緑
川　
間
伐
等
の
事
業
計
画

と
進
行
状
況
は
。

町
長　
毎
年
、
２
０
０
㌶
の

間
伐
を
目
標
に
し
て
お
り
ま

す
。
進
行
状
況
に
つ
い
て
は
、

過
去
５
年
間
で
は
、
１
年
当

た
り
１
０
２
㌶
か
ら
１
４
８

㌶
の
実
績
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

緑
川　
公
設
市
場
等
の
設
置

計
画
は
。

町
長　
現
在
具
体
的
な
も
の

は
ご
ざ
ま
せ
ん
。

森
林
環
境
整
備
と
林
業
の
振
興
計
画
は

本
年
度
、
間
伐
１
２
８
㌶
と

�

19
㌖
の
路
網　

町
長

宅地造成箇所

いわき市場までの積込み運搬状況

住
宅
建
設
支
援
事
業
は

今
後
検
討
し
て
ま
い
り
た
い

町
長

緑
川　
平
成
29
年
度
当
初
予

算
に
お
い
て
、
移
住
定
住
促

進
事
業
と
し
て
町
外
か
ら
の

移
住
者
に
対
す
る
補
助
制
度

が
新
設
さ
れ
、
定
住
人
口
の

拡
大
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
町
内

在
住
者
の
若
者
世
代
や
、
住

宅
の
新
築
等
を
計
画
す
る

方
々
に
対
す
る
新
た
な
住
宅

建
設
支
援
事
業
を
新
設
す
べ

き
と
考
え
ま
す
。

町
長　
町
内
在
住
へ
の
支
援

に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
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藁
わらがや

谷　直
なおよし

吉 議員

藁
谷　
ふ
る
ど
の
桜
街
道
を

知
名
度
向
上
の
た
め
の
ネ
ー

ム
バ
リ
ュ
ー
に
変
更
す
べ
き

で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

町
長　
コ
ス
モ
ス
街
道
か
ら

受
け
継
ぎ
、
ふ
る
ど
の
桜
街

道
と
命
名
し
、
周
知
を
図
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今

後
も
継
続
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

藁
谷　
観
光
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
や
ぶ
さ
め
く
ん
」
を
、
特

許
庁
に
商
標
と
意
匠
を
登
録

し
て
保
護
す
べ
き
で
あ
る
と

知
名
度
向
上
の
た
め
に「
ふ
る
ど
の

桜
街
道
」の
名
称
を
変
更
し
て
は

「
ふ
る
ど
の
桜
街
道
」の
周
知
を

継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す

町
長

思
う
が
ど
う
か
。

町
長　
今
後
、
検
討
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

藁
谷　
町
内
飲
食
店
で
開
催

す
る
同
窓
会
で
「
大
豆
ミ
ー

ト
加
工
品
」
を
使
用
し
た
場

合
、
補
助
す
べ
き
で
あ
る
と

思
う
が
ど
う
か
。

町
長　
大
豆
ミ
ー
ト
に
関
わ

ら
ず
、
町
内
で
開
催
す
る
同

窓
会
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、

今
後
、
検
討
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

藁
谷　
役
場
の
ロ
ビ
ー
と
お

ふ
く
ろ
の
駅
付
近
に
、
高
齢

者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
の
設
置
を
検
討
す
べ
き
で

あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

町
長　

役
場
の
ロ
ビ
ー
は
、

役
場
利
用
者
の
み
な
ら
ず
、

福
祉
バ
ス
を
利
用
す
る
高
齢

者
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
可
能
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
お
ふ
く
ろ
の
駅
は
、

将
来
的
に
は
、
立
ち
寄
る
方

が
飲
食
や
休
息
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
の
設
置
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

藁
谷　

高
齢
者
の
た
め
に
、

住
民
票
等
申
請
記
載
台
を
椅

町のアイドル　やぶさめくん

役
場
の
ロ
ビ
ー
と
お
ふ
く
ろ
の
駅
周
辺
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
設
置
し
て
は

高
齢
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と

し
て
利
用
い
た
だ
く
こ
と
が
可
能
で
す町長

千本以上の桜が咲き誇る桜街道（鮫川河川敷）

子
で
記
帳
で
き
る
よ
う
に
改

善
、
ま
た
庁
舎
の
西
側
通
路

段
差
を
解
消
す
べ
き
と
思
う

が
ど
う
か
。

町
長　
高
齢
等
に
よ
り
座
っ

て
記
入
さ
れ
る
方
に
は
、
窓

口
カ
ウ
ン
タ
ー
の
椅
子
の
方

へ
ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
。

　
西
側
通
路
段
差
の
解
消
に

つ
い
て
は
、
高
齢
者
等
の
現

場
で
の
状
況
を
確
認
し
た
う

え
で
、
検
討
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

藁
谷　
古
殿
町
郷
土
文
化
保

存
伝
習
施
設
に
保
存
し
て
あ

る
16
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
、
ビ
デ

オ
テ
ー
プ
な
ど
を
後
世
に
伝

え
る
た
め
に
、
新
し
い
記
録

媒
体
で
保
存
す
べ
き
と
思
う

が
ど
う
か
。

町
長　
郷
土
文
化
保
存
伝
習

施
設
に
残
る
記
録
媒
体
は
多

数
あ
り
、
今
後
、
内
容
を
よ

く
確
認
し
な
が
ら
、
新
し
い

記
録
媒
体
へ
の
保
存
を
進
め

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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佐
さ

藤
とう

　弘
ひろ

信
のぶ

 議員

　
町
の
６
次
化
商
品
で
あ
る

大
豆
ミ
ー
ト
を
使
っ
た
メ

ニ
ュ
ー
が
、
先
ご
ろ
町
内
の

飲
食
店
の
参
加
・
協
力
を
得

て
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
大
豆

栽
培
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
遊

休
農
地
の
解
消
に
つ
な
げ
る

目
的
が
あ
り
ま
す
。
今
後
の

大
豆
ミ
ー
ト
の
取
り
組
み
と

更
な
る
６
次
化
商
品
の
開
発

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

佐
藤　
大
豆
ミ
ー
ト
フ
ェ
ア

で
ど
の
位
の
人
が
利
用
し
た

か
。

町
長　
８
０
０
人
程
度
の
方

が
利
用
し
た
と
推
計
し
て
い

ま
す
。

佐
藤　
参
加
・
協
力
し
て
い

た
だ
い
た
飲
食
店
の
評
価
は

把
握
し
て
い
る
か
。

町
長　
概
ね
好
評
で
あ
っ
た

と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

大
豆
ミ
ー
ト
の
今
後
の
取
り
組
み
は

今
後
も
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す

町
長

佐
藤　
大
豆
耕
作
者
へ
の
サ

ポ
ー
ト
を
ど
の
よ
う
に
し
て

い
く
の
か
。

町
長　
農
業
普
及
所
等
の
技

術
指
導
、
種
ま
き
機
の
貸
し

出
し
、
大
豆
種
子
の
頒
布
等

を
行
っ
て
お
り
、
今
年
度
は
コ

ン
バ
イ
ン
の
貸
し
出
し
及
び

乾
燥
機
の
導
入
支
援
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

佐
藤　
大
豆
ミ
ー
ト
の
取
り

組
み
と
課
題
は
何
か
。

町
長　
遊
休
農
地
を
活
用
し

て
作
付
け
拡
大
を
図
る
と
と

も
に
、
健
康
食
品
で
あ
る
こ

と
を
強
調
し
た
Ｐ
Ｒ
を
し
、

課
題
に
向
け
て
は
、
連
作
障

害
対
策
や
、
生
産
す
る
体
制

の
確
立
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

佐
藤　
大
豆
ミ
ー
ト
の
他
に

　
協
働
で
の
町
づ
く
り
と
言

わ
れ
る
よ
う
に
、
町
民
の
参

加
が
今
の
町
づ
く
り
に
は
必

要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ

の
中
で
町
民
か
ら
各
地
区
の

課
題
等
に
対
す
る
陳
情
書
、

要
望
書
が
提
出
さ
れ
て
お
り

地
区
民
の
生
活
に
密
着
し
た

案
件
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
陳

情
・
要
望
に
対
し
て
町
は
ど

の
よ
う
に
取
り
扱
い
、
採
択

し
て
計
画
す
る
の
か
伺
い
ま

す
。

佐
藤　

28
年
度
の
陳
情
書
・

要
望
書
は
何
件
く
ら
い
提
出

さ
れ
て
い
る
か
。

町
長　
総
数
で
５
件
提
出
さ

れ
て
い
ま
す
。

佐
藤　
集
計
す
る
と
ど
の
よ

う
な
内
容
の
も
の
が
多
い
か
。

町
長　
道
路
や
水
路
の
改
良

補
修
の
整
備
に
関
す
る
要
望

が
多
い
で
す
。

佐
藤　
提
出
さ
れ
た
件
に
つ

い
て
、
現
場
の
確
認
・
聞
き

取
り
を
行
っ
て
い
る
か
。

町
長　
担
当
課
で
現
場
確
認

や
申
請
者
か
ら
の
聞
き
取
り

を
行
っ
て
い
ま
す
。

佐
藤　
提
出
さ
れ
た
件
に
つ

い
て
、
ど
の
様
な
手
順
を
踏

ん
で
審
査
さ
れ
る
の
か
。

町
長　
総
務
課
で
内
容
を
確

認
し
て
、
担
当
課
へ
情
報
を

提
供
し
ま
す
。
現
地
確
認
や

資
料
の
調
査
を
行
い
緊
急
性

や
重
要
性
な
ど
を
検
討
し
、

対
応
し
て
い
ま
す
。

佐
藤　
申
請
者
や
行
政
区
長

に
そ
の
後
の
経
過
を
説
明
し

て
い
る
か
。

町
長　
事
業
の
可
否
が
明
確

な
案
件
に
つ
い
て
は
、
速
や

か
に
対
応
結
果
に
つ
い
て
説

明
を
し
て
い
ま
す
。

　
財
源
の
確
保
、
関
係
機
関

と
の
調
整
が
必
要
な
案
件
に

つ
い
て
は
、
説
明
で
き
る
ま

で
時
間
を
要
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

陳
情
・
要
望
の
取
り
扱
い
は

緊
急
性
や
重
要
性
で
対
応
し
て
い
ま
す

町
長

こんにゃくと大豆ミートのヘルシー麺

６
次
化
商
品
を
開
発
す
る
計

画
は
あ
る
か
。

町
長　
町
民
所
得
の
向
上
に

向
け
て
必
要
な
施
策
で
あ
り

今
後
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

提出された要望書

要望書
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一 般 質 問一 般 質 問

暮らしを守る国民健康保険

国
保
事
業
の
広
域
化
は

県
が
安
定
的
財
政
運
営
な
ど
に

つ
い
て
中
心
的
役
割
を
担
い
ま
す

町
長 岡

お か べ
部　淳

じゅん
一
いち

 議員

　
国
保
事
業
の
県
へ
の
移
管

に
つ
い
て
何
度
と
な
く
伺
っ

て
い
ま
す
が
、
県
に
お
い
て

も
試
算
が
出
始
め
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
生
活
実
態
の
中
で

一番
重
税
と
な
っ
て
い
る
国
保

事
業
に
つ
い
て
、
次
の
点
を

伺
い
ま
す
。

岡
部　
県
と
の
協
議
は
行
わ

れ
た
の
か
。
県
か
ら
伝
え
ら

れ
た
広
域
化
の
概
要
は
。

町
長　
県
と
の
協
議
は
、
連

携
会
議
と
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
で
行
い
ま
す
。
町
は

こ
の
会
議
の
委
員
に
な
っ
て
い

な
い
も
の
の
、
県
で
は
文
書

に
よ
る
意
見
を
聴
取
し
て
お

り
、
町
は
意
見
を
述
べ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
概
要
は
県

が
安
定
的
財
政
運
営
、
効
率

的
な
事
業
確
保
な
ど
に
つ
い

て
中
心
的
役
割
を
担
い
ま
す
。

町
は
賦
課
徴
収
の
ほ
か
実
情

に
応
じ
た
事
業
を
行
い
ま
す
。

岡
部　
町
の
事
務
量
は
大
幅

に
軽
減
す
る
の
か
。

町
長　
事
務
の
多
く
は
町
が

負
担
す
る
た
め
事
務
量
は
大

き
く
減
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

岡
部　
保
険
税
の
試
算
結
果

は
。

町
長　
ま
だ
示
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

岡
部　
保
険
税
が
高
く
な
っ

た
場
合
は
ど
う
対
処
す
る
の

か
。
ま
た
、
県
に
意
見
は
言

え
る
の
か
。

町
長　
広
域
化
に
伴
い
国
保

税
の
負
担
が
急
激
に
増
加
す

る
市
町
村
は
、
県
が
設
置
す

る
特
例
基
金
を
活
用
し
、
激

変
緩
和
措
置
を
と
り
ま
す
。

　
県
へ
の
意
見
は
、
連
携
会

議
や
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
、

文
書
照
会
等
で
確
保
さ
れ
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

岡
部　
町
の
国
保
基
金
の
使

い
方
は
ど
う
な
る
の
か
。

町
長　

広
域
化
後
の
基
金
は

県
が
設
置
し
ま
す
。
当
町
の

基
金
の
取
扱
い
は
、
今
後
の
状

況
を
み
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

　
町
の
簡
易
水
道
事
業
に
関

す
る
10
年
間
の
方
向
性
が
計

画
と
し
て
示
さ
れ
ま
し
た
が

町
で
も
飲
料
水
問
題
は
町
民

生
活
の
第
一
義
的
な
性
質
の

も
の
と
し
て
取
組
ん
で
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
こ
の
計
画
内

容
に
関
連
す
る
飲
料
水
事
業

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

岡
部　
い
わ
き
石
川
線
の
改

良
工
事
に
併
せ
た
本
管
布
設

替
え
と
、
当
面
の
３
年
間
は

集
中
し
て
い
わ
き
石
川
線
の

本
管
布
設
替
え
を
行
う
と
し

て
い
る
こ
と
は
、
別
事
業
と

し
て
の
取
組
み
か
。

町
長　
両
者
は
、
県
道
改
良

に
関
連
す
る
事
業
で
す
。

岡
部　
新
規
の
エ
リ
ア
拡
大

は
行
わ
な
い
と
し
て
い
る
が
、

10
年
間
の
計
画
期
間
の
中
で

要
望
と
必
要
性
が
出
た
場
合

は
ど
う
対
処
す
る
の
か
。

助
金
を
交
付
し
ま
し
た
。
今

年
度
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
４

件
の
申
請
が
あ
り
、
す
べ
て

交
付
決
定
し
て
い
ま
す
。

岡
部　
簡
易
水
道
エ
リ
ア
内

か
ら
の
飲
料
水
に
関
す
る
相

談
は
あ
っ
た
か
。
ど
う
対
処

し
た
の
か
。

町
長　
町
の
簡
易
水
道
に
加

入
し
た
い
が
、
給
水
管
を
布

設
す
る
た
め
に
多
大
な
経
費

が
か
か
る
旨
の
相
談
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
町

か
ら
は
、
給
水
管
の
布
設
費

用
は
あ
く
ま
で
受
益
者
の
負

担
と
な
る
こ
と
を
説
明
し
ま

し
た
。

町
長　
そ
の
状
況
に
よ
り
検

討
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

岡
部　
平
成
28
、
29
年
度
に

飲
料
水
確
保
申
請
と
補
助
該

当
は
何
件
あ
っ
た
の
か
。

町
長　
平
成
28
年
度
は
11
件

の
申
請
が
あ
り
、
す
べ
て
補

簡
易
水
道
事
業
と
飲
料
水
確
保

の
在
り
方
は

給
水
管
の
布
設
費
用
は
あ
く
ま
で

受
益
者
の
負
担

町
長

生活に欠かせない飲料水
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一 般 質 問一 般 質 問

�

ド
ロ
ー
ン
の
活
用
は

�

積
極
的
に
活
用
す
る

町
長 佐

さ が わ
川　勇

ゆ う じ
司 議員

　
ご
存
知
の
通
り
ド
ロ
ー
ン

と
は
無
人
飛
行
で
き
る
航
空

機
で
す
。
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ

か
ら
大
型
軍
事
用
ま
で
あ
り
、

広
範
囲
に
渡
る
分
野
で
の
活

躍
や
経
済
効
果
が
世
界
各
国

で
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
月
６
月
１
日
に
種
子
島

か
ら
宇
宙
衛
星
『
み
ち
び

き
』
が
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
Ｊ
Ｐ
Ｓ
機

能
誤
差
が
約
15
㍍
前
後
か
ら

数
セ
ン
チ
以
内
に
探
知
可
能

と
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

で
、
さ
ら
に
ド
ロ
ー
ン
の
活

用
が
大
き
く
展
開
す
る
と
思

い
ま
す
。

　

わ
が
町
で
も
今
年
、
ド

ロ
ー
ン
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

越
代
の
サ
ク
ラ
・
ふ
る
ど
の

桜
街
道
の
開
花
状
況
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
動
画
配
信
す

る
な
ど
、
大
盛
況
の
活
用
と

思
い
ま
す
。

　
今
後
、
農
林
業
・
鳥
獣
被

害
対
策
・
測
量
調
査
・
緊
急

時
の
対
応
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
ド
ロ
ー
ン
活
用
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
そ
こ
で
次
の
点
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

▲　ドローンで撮影された越代のサクラとふるどの桜街道　

▲
佐
川　

第
一
点
目　

町
観
光

資
源
の
情
報
発
信
等
に
今
後

ド
ロ
ー
ン
の
活
用
を
ど
の
よ

う
に
考
え
ま
す
か
。

町
長　
本
年
度
、
ド
ロ
ー
ン

を
活
用
し
て
越
代
サ
ク
ラ
等

を
紹
介
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

今
後
も
観
光
資
源
の
情
報
発

信
に
ド
ロ
ー
ン
を
積
極
的
に

活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

佐
川　
第
二
点
目　
農
薬
散

布
・
農
作
物
の
成
長
管
理
・

農
耕
地
・
山
林
の
調
査
・
測

量
な
ど
の
ド
ロ
ー
ン
活
用
の

取
り
組
み
は
。

　
第
三
点
目　
日
本
猟
友
会

は
鳥
獣
の
生
育
調
査
を
ド

ロ
ー
ン
活
用
で
動
き
出
し
て

い
ま
す
。

　

わ
が
町
も
イ
ノ
シ
シ
調

査
・
捕
獲
、
サ
ギ
や
カ
ワ
ウ

対
策
（
巣
に
偽
卵
を
置
く
）

に
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
は
ど
う

か
。

第
四
点
目　
危
険
箇
所
の
調

査
・
測
量
、
ま
た
、
自
然
災

害
・
緊
急
時
の
確
認
・
調

査
・
救
助
へ
の
ド
ロ
ー
ン
活

用
は
。

町
長　
第
二
点
目
か
ら
第
四

点
目
に
つ
き
ま
し
て
は
、
農

林
業
・
鳥
獣
被
害
対
策
・
危

険
個
所
対
策
・
自
然
災
害
・

緊
急
時
対
応
な
ど
へ
の
ド

ロ
ー
ン
活
用
は
、
調
査
・
研

究
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
活

用
に
向
け
た
検
討
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

町で導入されたドローン
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Q　平成２６年9月一般質問から

スクールバス危険箇所の道路改良についてテーマ

A　町長答弁

道幅が狭く、車がすれ違うのも大変な町道小
川内・小作線の改良計画は。

路線としての改良計画はないが、部分的な改良
が必要とされる箇所と、認識しております。

その後の
対　　応

追跡追跡レポート
その後
　   どうなった？

No.38

子どもたちの安全のために

道路改良工事が着工予定の百目鬼地内

平成２６年時のスクールバスが通るには狭い町道

通学がより安全になるね !

平成29年度より町道・小川内小作線（百目鬼地内）の工事が始まります。

しみもっちー
平成27年の中学生議会で提案されて
誕生した「凍み餅」のキャラクター
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み ん な の ペ ー ジ

＊どのようなきっかけで始まりましたか。

＊�宝ＮＯＵＥＮを始めて、印象に残っている
ことを教えてください。

＊これからの抱負を聞かせてください。

　両親が稲作と養蚕農家でしたが、私はＪＡ勤務をしていました。長年、集約栽培に興味を持っていた
ため、子どもたちの教育も済んだ頃、一大決心をして、10年前に退職しました。
　友人たちの協力のもと、田口地内に12棟のパイプハウスをを導入、クリスマス時期から初夏までのい
ちご栽培と、夏秋のミニトマト栽培、そして直売用のハウスを設置し、自宅の山上から田口へ毎日通勤。
妻と２人、専業農家となりました。

　いちごもミニトマト苗も土耕栽培で、竹パウダーを使用
するなど試行錯誤しました。深緑色の葉の間からつき出し
たいちごの白い花は、まるでかんざしをさしているようで、
見ていてとても気持ちのいいものです。
　「味がいいね」と言ってくれるお客様の声は苦労を忘れさ
せてくれます。原子力発電所の事故では風評被害を受け直
売に大きな影響を受けましたが、今では県内外へと贈って
くれる多くのお客様に感謝しております。

　毎年、同じ作業でも天候などにより、形も味も変わってしまいます。変わらぬ「おいしい」の声に応
えられるよう、日々の作業に従事しながらも、楽しい農業を続けるとともに、私たちももうすぐ高齢者
ですので、体調管理に注意しながら、お客様を大切にしていきたいと思っています。
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議会を傍聴してみませんか

今回紹介するのは、「宝NOUEN」の塩田武雄さんご夫妻です。
Ｎｏ.31

次回の
定例会

古殿町のホームページからもご覧いただけます。

古殿町 検　索 町議会へ

９月上旬


